
整理解雇

盤
理
解
雇
は
、
複
数
の
労
働
者
を
対
象
と
し
、
と
き
に

集
団
的
解
雇
と
し
て
行
な
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
与
え
る
社

会
的
な
影
響
た
る
や
個
別
解
雇
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い

と
い
え
よ
う
。
こ
と
に
、
今
日
の
よ
う
な
不
況
下
で
行
な

わ
れ
る
盤
理
解
雇
は
、
労
働
者
の
再
就
職
が
困
難
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
た
と
え
再
就
職
し
え
た
に
し
て
も
年
功
制
を

基
本
と
し
て
い
る
わ
が
国
の
雇
用
制
度
の
下
で
は
、
賃
金

等
の
不
利
祐
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
整
理

解
雇
が
労
働
者
に
及
ぼ
す
多
大
な
影
響
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
整
理
解
雇
の
法
理
は
、
戦
後
の
解
雇
制
限
の
歴
史
の

な
か
で
、
判
例
理
論
の
上
で
も
、
ま
た
学
説
の
上
で
も
、

検
討
し
残
さ
れ
た
部
分
と
し
て
本
格
的
な
取
組
糸
が
要
請

さ
れ
て
い
る
（
萩
沢
報
告
「
解
一
歴
と
雇
用
調
確
」
「
産
業

桃
造
の
変
化
と
労
働
法
」
所
収
）
。
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整
理
解
雇

四三二

判
例
の
傾
向
と
概
観

整
理
解
雇
の
正
当
性
と
判
断
基
準

整
理
解
雇
と
解
雇
同
意
約
款
の
法
的
性
格

組
合
内
部
問
題
と
解
雇
同
意
約
款
の
効
力

判
例
の
傾
向
と
概
観

と
こ
ろ
で
、
盤
理
解
雇
は
、
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
の
実
施
さ

れ
た
昭
和
二
四
、
五
年
前
後
に
大
規
模
に
行
な
わ
れ
、
判

例
も
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
整
理
解
雇

の
判
例
は
あ
ま
り
承
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和

四
六
年
の
ド
ル
シ
ョ
ク
以
来
の
不
況
、
そ
の
後
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
と
つ
づ
く
不
況
の
構
造
化
と
い
う
経
済
状
況
の

下
で
、
整
理
解
雇
の
裁
判
例
も
次
第
に
増
化
し
つ
つ
あ

り
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
判
例
理
論
は
進
展
を
示
し
つ
つ
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

今
期
の
整
理
解
雇
の
判
例
を
概
観
し
て
承
る
と
、
Ｉ
、

事
業
ま
た
は
営
業
所
閉
鎖
に
伴
な
う
整
理
解
歴
が
無
効
と

さ
れ
た
判
例
と
し
て
、
①
東
洋
酸
素
事
件
（
東
京
地
判
昭

五
一
・
四
二
九
、
労
判
一
一
五
五
号
）
、
②
近
畿
レ
ミ
コ

ン
事
件
（
大
阪
地
堺
支
決
昭
五
一
・
五
・
二
八
、
労
旬
九

一
○
・
二
号
）
、
③
広
島
硝
子
工
業
事
件
（
広
島
地
決

昭
五
一
・
七
・
二
六
、
労
判
一
一
五
八
号
）
、
ｌ
、
経
営
悪
化

ま
た
は
受
注
減
少
に
伴
な
う
整
理
解
雇
が
無
効
と
さ
れ
た

判
例
と
し
て
、
④
大
村
野
上
事
件
（
長
崎
地
大
村
支
決
昭

五
○
・
一
一
一
・
一
一
四
、
労
旬
九
○
三
号
）
、
⑤
電
子
科
学

工
業
事
件
（
横
浜
地
決
昭
五
一
・
一
一
一
・
三
、
労
句
九
○
’
一
一

号
）
、
⑥
同
Ⅲ
平
野
金
属
事
件
（
大
阪
地
決
昭
五
一
・
五

法
政
大

大
学
院
石
橋

洋

・
二
六
、
労
旬
九
一
四
号
）
、
⑦
平
野
金
属
事
件
（
大
阪

地
決
昭
五
一
・
七
・
二
○
、
労
旬
九
一
四
号
）
、
｜
⑤
旭
東

電
気
事
件
（
大
阪
地
決
昭
五
一
・
八
・
二
、
労
判
カ
ー
ド

二
五
八
号
）
、
Ⅱ
、
整
理
解
雁
が
解
雁
同
意
（
協
議
）
約

款
に
運
反
し
て
無
効
と
さ
れ
た
判
例
と
し
て
、
⑨
日
電
工

業
事
件
（
横
浜
地
決
昭
五
一
・
一
一
一
・
二
六
、
労
判
一
一
五
四

号
）
、
｜
⑩
小
川
工
業
事
件
（
絶
島
地
い
わ
き
支
決
昭
五
一

・
一
一
一
・
’
一
一
○
、
労
判
二
六
○
号
）
、
⑪
昭
光
化
学
工
業
事

件
（
横
浜
地
決
昭
五
一
・
四
・
九
、
判
時
八
二
四
号
）
等

が
あ
る
。

今
期
の
整
理
解
雇
の
判
例
で
は
、
従
来
の
判
例
が
経
営

合
理
化
ま
た
は
企
業
整
姉
に
仲
な
っ
て
生
じ
た
余
剰
人
員

の
解
雇
を
適
法
と
糸
な
す
傾
向
が
強
か
っ
た
の
に
対
し

て
、
解
雇
が
有
効
と
さ
れ
た
判
例
は
一
件
も
な
く
、
裁
判

所
が
整
理
解
腿
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
で
の
ぞ
ん
で
い
る

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
整
理
解
雇
の
正
当
性

を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
労
働
契
約
上
の
信
義
則
」

（
④
事
件
）
、
「
労
使
間
の
信
蕊
誠
実
の
原
則
」
（
．
③
事
件
）

「
継
続
的
法
律
関
係
で
あ
る
労
使
関
係
の
信
義
則
」
（
⑥

事
件
）
と
い
う
よ
う
に
、
信
義
則
上
の
義
務
が
枕
綱
さ

れ
、
正
当
性
の
要
件
が
厳
格
に
解
さ
れ
て
い
る
の
が
今
期

の
特
徴
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
整
理
解
雇
と
解
雁
同
意
（
協
議
）
約
款
に
関
す

る
⑪
事
件
の
横
浜
地
裁
決
定
で
は
、
整
理
解
鵬
埜
準
に
関

す
る
組
合
と
の
「
協
議
決
定
」
が
、
組
合
の
大
会
決
議
を

経
ず
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
組
合
役
員
は
交

渉
権
限
を
欠
き
「
協
議
決
疋
」
と
し
て
の
効
力
を
生
ぜ
ず

解
雇
無
効
と
し
て
い
る
。
こ
の
判
例
は
、
組
合
の
内
部
問

題
か
ら
解
一
雁
同
意
（
協
繊
）
約
款
に
い
う
「
協
議
決
定
」

の
不
存
在
を
蝉
き
Ⅲ
す
し
の
で
あ
り
、
従
来
あ
ま
り
繍
諭
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整理解雇

▼
判
例
の
基
本
視
点

資
本
主
義
社
会
の
企
業
は
、
利
潤
追
求
を
目
的
と
す
る

組
織
体
で
あ
り
、
こ
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
の
企
業
経
営
の
合
理
化
ま
た
は
企
業
整
備
の
方
策
を
講

ず
ろ
。
整
理
解
雇
は
、
こ
の
よ
う
な
経
営
合
理
化
ま
た
は

企
業
整
備
の
計
画
に
伴
な
っ
て
生
ず
る
余
剰
人
員
を
使
用

者
側
の
一
方
的
都
合
に
よ
っ
て
解
雇
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

従
来
の
判
例
は
、
使
用
者
が
経
営
合
理
化
ま
た
は
企
業

整
備
の
計
画
を
決
定
し
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
生
ず
る
余
剰

人
員
の
整
理
解
一
厘
を
原
則
と
し
て
使
用
者
の
「
専
権
」
に

属
す
る
事
項
と
し
て
自
由
に
な
し
う
る
と
し
て
き
た
。
そ

し
て
、
今
期
の
判
例
も
基
本
的
に
こ
の
考
え
方
を
踏
襲
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
⑥
同
盟
平
野
金
属
事
件
で
は
「
企
業
の
経
営

規
模
、
設
備
投
資
計
画
の
決
定
と
そ
の
実
施
、
企
業
が
不

況
に
陥
っ
た
場
合
の
再
建
計
画
の
樹
立
と
そ
の
内
容
の

決
定
等
は
元
来
経
営
の
自
由
の
一
環
と
し
て
経
営
権
の
専

権
に
属
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
…
…
た
と
え

そ
れ
が
従
業
員
の
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
る
解

雇
で
あ
っ
て
も
原
則
と
し
て
許
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
判
例
で
も
ほ
ぼ
同

様
の
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
使
用
者
が
経
営
の
合
理
化
ま
た
は
企

業
整
備
を
行
な
い
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
生
ず
る
余
剰
人
員

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
を
提
起
す
る
も
の
と
し
て
注
目

に
値
い
し
よ
う
。

二
整
理
解
雇
の
正
当
性
と
判
断
基
準

▼
正
当
性
の
判
断
基
準

繊
維
業
界
の
不
況
に
伴
な
う
受
注
の
減
少
を
理
由
と
し

て
な
さ
れ
た
指
名
解
雇
の
効
力
が
争
わ
れ
た
④
大
村
野
上

事
件
は
、
整
理
解
一
展
の
正
当
性
の
判
断
基
準
が
明
確
に
の

べ
ら
れ
た
判
決
と
し
て
注
目
に
値
い
す
る
。
本
判
決
は
、

ま
ず
「
解
雇
権
の
行
使
は
使
用
者
が
有
す
る
経
営
権
の
発

現
と
し
て
使
用
者
の
専
権
に
属
し
、
原
則
と
し
て
自
由
で

あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
権
利
の
行
使
は
「
労
働
契

約
上
の
信
義
則
」
か
ら
導
か
れ
る
一
定
の
制
約
に
服
し
て

お
り
、
そ
の
制
約
を
越
え
る
解
雇
権
の
行
使
は
権
利
濫
用

と
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
整
理
解
雇
が
権
利
濫
用
と
な

る
か
否
か
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い

】
Ｃ
◎す
な
わ
ち
、
「
第
一
に
当
該
整
理
解
一
展
が
行
な
わ
れ
な

け
れ
ば
企
業
の
維
持
存
続
が
危
殆
に
瀬
す
る
程
度
に
さ
し

を
解
雇
す
る
自
由
を
有
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
無
制
約

に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
企
業
採
算
ま
た
は
営
利

性
の
要
請
か
ら
な
さ
れ
る
整
理
解
雇
は
、
労
働
者
の
責
に

帰
す
べ
き
事
由
な
く
し
て
使
用
者
の
一
方
的
都
合
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う

な
整
理
解
雇
が
無
制
約
に
適
法
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
終
身

一
雇
用
を
基
本
と
す
る
わ
が
国
の
雇
用
制
度
の
下
に
あ
っ
て

は
労
働
者
の
継
続
的
雇
用
の
期
待
を
断
ち
切
る
こ
と
に
な

る
の
承
な
ら
ず
、
不
況
下
で
な
さ
れ
た
解
雇
は
実
質
的
な

失
業
を
意
味
し
、
賃
金
の
承
に
よ
っ
て
生
活
す
る
労
働
者

お
よ
び
そ
の
家
族
の
生
存
を
奪
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
判
例
・
学
説
の
上
で
、
整
理
解
一
届
が
ど
の
よ

う
な
場
合
に
正
当
と
さ
れ
る
か
が
問
題
と
さ
れ
て
く
る
。

迫
っ
た
必
要
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
従
業
員
の

配
置
転
換
や
一
次
帰
休
或
は
希
望
退
職
者
の
募
集
等
労
働

者
に
と
っ
て
解
雇
よ
り
も
よ
り
苦
痛
の
少
な
い
方
策
に
よ

っ
て
余
剰
労
働
力
を
吸
収
す
る
努
力
が
な
さ
れ
た
こ
と
で

あ
り
、
策
三
に
労
働
組
合
な
い
し
労
働
者
（
代
表
）
に
対

し
事
態
を
説
明
し
て
了
解
を
求
め
、
人
員
整
理
の
時
期
、

規
模
、
方
法
等
に
つ
い
て
労
働
者
側
の
納
得
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
た
こ
と
で
あ
り
、
第
四
に
整
理
基
準
お
よ
び

そ
れ
に
基
づ
く
人
選
の
仕
方
が
容
観
的
合
理
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
」
。

本
判
決
が
、
一
応
使
用
者
の
解
一
厘
の
自
由
を
承
認
し
な

が
ら
も
、
労
働
契
約
上
の
信
義
則
か
ら
導
き
出
し
た
整
理

解
一
展
の
正
当
性
を
判
断
す
る
際
の
四
つ
の
基
準
は
、
使
用

者
の
企
業
採
算
ま
た
は
営
利
性
の
要
請
に
対
し
て
、
不
当

な
人
員
整
理
か
ら
労
働
者
を
保
護
す
る
と
い
う
労
働
者
の

生
存
権
的
要
請
に
立
脚
さ
せ
つ
つ
、
従
来
の
判
例
理
論
を

一
歩
前
進
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
従
来
の

整
理
解
雇
の
判
例
が
解
雇
権
の
濫
用
を
判
断
し
て
い
く
に

あ
た
り
、
⑩
解
一
展
の
必
要
性
、
②
解
一
雇
の
合
理
性
（
解
一
厘

の
基
準
、
人
選
等
）
の
二
つ
の
要
件
か
ら
判
断
し
て
い
た

の
に
対
し
て
、
第
三
番
目
の
要
件
と
し
て
使
用
者
の
労
働

組
合
な
い
し
労
働
者
代
表
と
の
協
議
・
説
得
義
務
を
加
え

て
い
る
。
こ
れ
は
、
解
一
履
が
個
別
的
労
働
関
係
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
背
景
に
お
い
て
は

集
団
的
労
働
関
係
を
と
ら
え
て
い
っ
た
も
の
と
し
て
注
目

に
値
い
す
る
。

▼
組
合
と
の
協
議
・
説
得
義
務

本
判
決
と
同
様
に
整
理
解
一
雇
が
問
題
と
さ
れ
、
信
義
則

上
の
義
務
の
観
点
か
ら
使
用
者
の
労
働
組
合
ま
た
は
労
働
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整理解雇

者
代
表
と
の
協
議
・
説
得
義
務
を
正
面
か
ら
肯
定
し
た
判

例
と
し
て
、
古
く
は
杵
島
炭
抗
大
鶴
工
業
事
件
（
佐
賀
地

判
昭
一
一
五
・
五
・
三
○
、
労
民
集
一
巻
三
号
）
が
あ
り
、

最
近
で
は
川
崎
化
成
事
件
（
東
京
地
判
昭
五
○
・
一
一
一
・
二

五
、
労
判
二
一
一
一
一
号
）
が
あ
る
。
ま
た
、
本
件
判
決
以
後

で
は
①
、
②
、
③
、
⑥
、
⑦
の
よ
う
な
事
件
が
あ
り
、
①

東
洋
酸
素
事
件
で
は
「
労
働
協
約
や
就
業
規
則
上
の
従
業

員
の
解
雇
同
意
約
款
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ア
セ
チ
レ

ン
部
門
を
閉
鎖
す
る
に
当
た
り
、
事
前
に
、
か
つ
、
相
当

の
時
間
を
か
け
て
同
部
門
の
従
業
員
な
い
し
そ
の
所
属
す

る
組
合
と
誠
意
を
つ
く
し
て
交
渉
し
、
も
っ
て
従
業
員
の

整
理
問
題
を
解
決
す
る
信
義
則
上
の
義
務
を
負
っ
て
い
た

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
使
用
者
の
交
渉
説
得

義
務
を
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
③
広
島
硝
子
事
件
で

は
、
協
議
・
説
得
義
務
の
内
容
に
関
し
て
「
営
業
所
を
閉

鎖
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
や
希
望
退
職
者
を
募
集
す
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
」
の
承
な
ら
ず
、
「
指
名
解
一
展
に
つ
い

て
一
体
ど
の
よ
う
な
基
準
で
被
解
雇
者
を
人
選
す
る
の
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
」
も
誠
実
な
協
議
を
尽
く
す
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
使
用
者
が
労
働
組
合
な

い
し
労
働
者
代
表
と
の
協
議
・
説
得
義
務
を
尽
く
し
た
こ

と
に
な
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
場
合
に
こ
の
義
務
を

免
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
常
、
希
望
退
職
の
募
集

に
始
ま
り
解
雇
の
基
準
・
人
選
に
い
た
る
ま
で
の
人
員
整

理
計
画
に
つ
い
て
の
一
連
の
交
渉
過
程
で
の
組
合
の
態
度

は
、
こ
の
義
務
の
重
要
な
判
断
資
料
と
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
同
盟
組
合
の
組
合
員
（
解
一
展
撤
回

闘
争
は
し
な
い
と
い
う
組
合
決
定
に
違
反
し
た
と
し
て
除

名
ま
た
は
権
利
停
止
処
分
を
受
け
た
）
と
総
評
組
合
の
組

合
員
が
同
一
会
社
に
よ
っ
て
指
名
解
雇
さ
れ
た
⑥
、
⑦
事

件
で
は
、
結
果
的
に
は
両
方
と
も
権
利
濫
用
と
し
て
無
効

と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
件
に
お
け
る
大
阪
地
裁
の
使

用
者
の
協
議
・
説
得
義
務
の
判
断
は
示
唆
に
と
む
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
⑥
同
盟
平
野
金
属
事
件
で
は
、
同
盟
組
合

は
希
望
退
職
に
よ
る
一
五
○
名
の
人
員
削
減
に
合
意
し
て

い
た
か
ら
「
希
望
退
職
者
が
目
標
に
達
し
な
い
場
合
そ
の

不
足
分
が
僅
少
で
あ
る
時
は
右
不
足
分
（
本
件
で
は
一
割

弱
の
一
四
名
）
の
指
名
解
一
膳
に
つ
き
更
め
て
協
議
を
経
な

く
て
も
労
使
関
係
上
要
求
さ
れ
る
信
義
則
に
違
反
す
る
も

の
で
は
な
い
」
し
、
「
同
盟
組
合
が
巾
請
人
ら
の
指
名
解
雇

を
通
知
さ
れ
た
後
そ
の
解
雇
撤
回
闘
争
を
組
ま
な
い
旨
決

定
し
会
社
に
通
知
し
た
こ
と
を
併
せ
考
慮
す
れ
ば
同
盟
組

合
も
暗
黙
裡
に
右
指
名
解
雇
を
了
解
し
て
い
た
も
の
と
推

認
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
：
…
・
本
件
解
雇
手
続
が
信
義
則
に

反
し
組
合
と
の
協
議
を
尺
さ
ず
し
て
強
行
さ
れ
た
も
の
」

で
は
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
総
評
組
合
が
指
名

解
雇
反
対
を
表
明
し
て
い
た
⑦
平
野
金
属
事
件
で
は
「
人

員
整
理
が
希
望
退
職
者
の
募
集
段
階
か
ら
進
ん
で
整
理
解

雇
を
す
る
に
際
し
て
は
信
義
則
上
そ
の
解
一
雇
基
集
を
明
示

し
て
意
向
を
聴
取
し
、
組
合
及
び
組
合
員
の
納
得
を
得
る

た
め
に
必
要
な
手
続
を
踏
む
べ
き
で
あ
る
」
し
、
組
合
の

「
反
対
の
結
論
が
予
見
さ
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
当
然
そ

の
よ
う
な
手
続
は
省
略
し
て
は
な
ら
な
い
し
そ
れ
以
前
に

詳
細
に
行
っ
た
会
社
の
営
業
実
態
に
関
す
る
説
明
な
る
も

の
が
必
ず
し
も
客
観
的
合
理
的
な
し
の
と
し
て
組
合
が
納

得
し
て
い
な
い
以
上
前
に
説
明
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
事

足
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
信
義
則
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
使
用
者
の

労
働
協
約
の
解
雇
同
意
（
協
議
）
約
款
の
法
的
効
力
に

関
し
て
は
、
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
の
実
施
に
伴
な
う
整
理
解
雇

が
強
行
さ
れ
た
昭
和
二
四
、
五
年
に
、
政
府
が
旧
労
組
法

を
改
正
し
労
働
協
約
の
自
動
延
長
規
定
を
禁
止
す
る
（
二

四
年
労
組
法
第
一
五
条
二
項
）
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、

激
し
く
争
わ
れ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
従
来
の
判
例
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

大
別
し
て
、
解
雇
同
意
（
協
議
）
約
款
を
労
組
法
第
一
六

条
に
い
う
「
労
働
条
件
そ
の
他
労
働
者
の
待
遇
に
関
す
る

基
準
」
を
定
め
た
労
働
協
約
の
規
範
的
部
分
に
属
す
る
と

す
る
も
の
（
た
と
え
ば
、
芝
浦
工
機
事
件
・
横
浜
地
判
昭

二
四
・
一
○
・
一
一
六
。
労
民
資
七
号
、
日
本
セ
メ
ン
ト
事

件
・
東
京
地
判
昭
和
二
五
・
一
・
三
○
、
労
民
集
一
巻
一

号
）
、
債
務
的
部
分
に
属
す
る
と
ず
る
し
の
（
た
と
え
ば
、

日
本
セ
メ
ン
ト
事
件
・
西
多
摩
工
場
事
件
・
東
京
地
八
王

子
支
判
昭
一
一
四
・
二
・
二
、
労
民
集
五
号
、
日
本
製

鉄
事
件
・
福
岡
地
小
倉
支
判
昭
二
五
・
五
・
一
六
、
労
民

協
議
・
説
得
義
務
は
、
整
理
解
腱
に
対
す
る
組
合
の
態
度

い
か
ん
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
こ
と
も
看
過
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。

以
上
ゑ
て
き
た
よ
う
に
、
今
期
の
判
例
で
は
、
裁
判
所

は
整
理
解
一
膳
の
正
当
性
に
関
し
て
、
従
来
の
⑩
解
一
展
の
必

要
性
、
②
解
一
展
の
合
理
性
の
要
件
に
加
え
て
、
③
労
働
組

合
な
い
し
労
働
者
代
表
と
の
協
議
・
説
得
義
務
の
三
点
か

ら
し
ぼ
り
を
か
け
る
と
い
う
厳
し
い
態
度
を
定
着
化
さ
せ

つ
つ
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

三
整
理
解
雇
と
解
雇
同
意
約
款
の
効
力
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整理解雇

▼
解
雇
同
意
約
款
を
規
範
的
効
力
を
有
す
る
と
し
た
ケ
ー
ス

⑨
日
電
工
業
事
件
に
お
い
て
、
会
社
は
経
営
の
悪
化
を

理
由
に
従
業
員
約
一
五
○
名
中
五
○
名
の
人
員
整
理
を
は

か
り
た
い
旨
の
合
理
化
案
を
組
合
に
提
案
し
た
が
、
組
合

は
そ
れ
に
反
対
し
、
そ
の
後
二
ヵ
月
に
わ
た
り
二
回
の

団
交
を
重
ね
た
が
、
退
職
基
準
お
よ
び
退
職
条
件
の
一
部

に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
な
い
ま
ま
、
会
社
は
約
四
五
名

の
希
望
退
職
者
を
募
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
七
名
が
退

職
に
応
じ
、
そ
の
後
停
年
で
退
職
し
た
者
が
二
名
、
希
望

退
職
者
募
集
以
前
の
退
職
者
六
名
を
加
え
て
、
会
社
人
員

整
理
計
画
五
○
名
中
四
五
名
が
整
理
さ
れ
た
。
し
か
し
、

会
社
は
残
り
の
五
名
に
つ
い
て
退
職
勧
奨
を
実
施
し
、
そ

の
う
ち
一
名
は
希
望
退
職
に
応
じ
、
二
名
は
退
職
勧
奨
に

応
じ
た
。
し
か
し
、
残
り
二
名
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
た
め

解
雇
し
た
と
い
う
の
が
本
件
事
案
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
栽
判
所
は
「
雇
入
、
解
一
展
に
関
し
、

第
一
条
及
び
第
二
条
に
よ
る
権
限
の
発
動
に
会
社
と
組
合

間
の
不
必
要
な
摩
擦
を
避
け
る
目
的
で
事
前
に
組
合
に
通

知
し
そ
の
同
意
を
求
め
る
」
と
い
う
協
約
規
定
を
人
事
同

意
約
款
と
解
し
た
う
え
で
、
「
解
雇
は
労
働
者
に
と
っ

て
、
そ
の
労
働
契
約
関
係
を
終
了
さ
せ
る
と
い
う
意
味
に

お
い
て
最
大
の
待
遇
変
更
で
あ
っ
て
、
そ
の
労
働
条
件
は

労
働
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
労
働
条
件
を
な
す
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
、
従
っ
て
右
条
項
の
解
雇
に
際
し
て
は

集
一
巻
三
号
）
、
制
度
的
部
分
に
属
す
る
と
ず
る
し
の

（
日
本
セ
メ
ン
ト
事
件
・
東
京
地
判
昭
一
一
五
・
一
・
三

○
、
労
民
集
一
巻
一
号
、
日
本
紙
業
事
件
・
東
京
地
判
昭

一
一
六
・
二
・
一
、
労
民
集
一
一
巻
一
号
）
と
が
対
立
し
て
い

た
。

▼
解
一
展
協
議
条
項
を
制
度
的
効
力
を
有
す
る
と
し
た
ケ
ー
ス

⑩
小
川
工
業
事
件
で
は
、
会
社
は
申
請
人
ら
に
対
し
希
望

組
合
の
同
意
を
要
す
る
趣
旨
の
解
雇
条
件
に
つ
い
て
の
規

定
は
、
賃
金
、
就
業
規
則
等
の
規
定
に
優
る
と
も
劣
ら
な

い
程
度
に
お
い
て
労
働
条
件
の
基
準
を
な
す
規
範
を
形
成

し
、
右
基
準
は
解
雇
の
有
効
要
件
を
な
し
、
こ
れ
に
違
反

し
組
合
の
同
意
な
く
し
て
な
さ
れ
た
解
一
腱
は
原
則
と
し
て

無
効
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
人
事
同
意
約
款
の
法

規
範
的
効
力
を
認
め
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
右
条
項
は
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、

会
社
が
一
方
的
に
従
業
員
を
解
一
厘
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
「
会
社
に
人
員
整
理
を
す
る
緊
急
か
つ

必
要
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
そ
の
解
雇
基
準
が
客

観
的
に
み
て
正
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
、
会
社
が
組
合
に

対
し
経
営
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
等
組
合
の
理
解
と
同
意

を
得
る
た
め
に
つ
く
す
べ
き
措
置
を
講
じ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
組
合
が
審
議
に
応
じ
な
か
っ
た
り
、
応
じ
て
も
会

社
の
維
持
再
建
に
積
極
的
な
態
度
を
と
ら
ず
、
自
説
を
固

執
す
る
な
ど
し
て
、
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
」
の

よ
う
に
、
組
合
に
同
意
権
の
濫
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
会

社
は
組
合
の
同
意
な
く
し
て
も
整
理
解
一
展
を
な
し
う
る
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
件
解
一
展
は
組
合
の
同
意
を
不
要

と
す
る
よ
う
な
事
情
は
認
め
ら
れ
ず
、
労
働
協
約
違
反
と

し
て
無
効
で
あ
る
、
と
し
た
。

本
判
決
は
、
解
雇
同
意
（
協
議
）
約
款
の
規
範
的
効
力

を
認
め
る
立
場
の
判
例
の
系
譜
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
日
、
右
の
論
旨
は
判
例
上
ほ
ぼ
定
着
し
た
も
の
に
な
り

つ
つ
あ
る
（
最
近
の
判
例
と
し
て
、
徳
島
ゴ
ー
ル
エ
業
事

件
・
徳
島
地
判
昭
五
○
・
七
・
二
六
、
労
判
一
一
一
一
一
一
一
号
）

退
職
を
申
入
れ
た
が
、
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
に
指

名
解
一
厘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
申
請
人
ら
は
、
本
件
解
雇

が
「
会
社
は
通
常
の
企
業
活
動
に
伴
な
う
機
械
設
備
等
の

合
理
化
に
よ
っ
て
は
、
人
員
整
理
は
行
な
わ
な
い
よ
う
努

力
し
、
職
場
転
換
出
向
等
の
場
合
は
組
合
と
協
議
の
上
本

人
の
事
情
を
樹
酌
し
て
決
定
す
る
。
右
は
会
社
が
住
友
セ

メ
ン
ト
株
式
会
社
、
四
倉
、
田
村
両
工
場
の
下
請
企
業
で
あ

る
性
格
か
ら
両
工
場
の
生
産
に
重
大
な
変
化
が
な
い
限
り

責
任
を
以
て
組
合
員
の
身
分
を
保
障
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
」
と
規
定
す
る
労
働
協
約
三
四
条
に
定
め
る
組
合
と
の

実
質
的
な
協
議
を
経
ず
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
無

効
で
あ
り
、
そ
う
で
な
く
と
も
、
生
産
の
重
大
な
変
化
が

な
い
か
ら
解
雇
基
準
に
違
反
し
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
て

争
っ
た
も
の
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
ま
ず
右
三
四
条
を
「
組
合
に
お
い
て
自
ら

労
働
者
の
生
存
を
守
る
た
め
使
用
者
の
一
方
的
人
事
権
行

使
を
制
約
し
適
碓
妥
当
な
し
の
に
し
た
い
と
い
う
考
え
の

下
に
」
作
成
さ
れ
、
「
そ
の
具
体
的
適
用
に
当
っ
て
は
組

合
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
旨
を
定
め
た
人
事
条
件
（
解

雇
協
議
条
項
）
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と

す
る
。
こ
こ
で
「
協
議
と
は
必
ず
し
も
双
方
が
合
意
に
達

す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
会
社
が
一

応
形
式
的
に
組
合
に
話
を
も
ち
か
け
れ
ば
足
り
る
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
会
社
と
組
合
と
の
双
方
が
問
題
解
決

の
方
策
を
発
見
す
る
た
め
に
誠
意
を
尽
し
て
審
議
す
る
こ

と
」
を
い
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
は
人
員
整
理
に
つ

い
て
三
四
条
所
定
の
協
議
を
尽
く
し
た
と
は
い
え
な
い
。

そ
し
て
、
三
四
条
違
反
の
効
果
に
つ
い
て
、
人
事
条
項

は
「
組
合
の
意
思
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
に

生
活
の
危
機
を
も
た
ら
す
虞
の
あ
る
会
社
の
解
雇
権
行
使

Nb､９Z8-Z〃6.Z2.25
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整理解雇

組
合
代
表
の
交
渉
権
限
な
い
し
労
働
協
約
締
結
権
限

は
、
通
常
、
組
合
規
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
、
組
合
代
表
が
組
合
規
約
に
違
反
し
て
解

一
厘
同
意
（
協
議
）
約
款
に
い
う
「
協
議
決
定
」
を
し
た
場

合
、
か
か
る
組
合
代
表
が
使
用
者
と
行
な
っ
た
「
協
議
決

定
」
は
有
効
た
り
う
る
の
か
、
と
い
う
組
合
内
部
問
題
と

解
雇
同
意
（
協
議
）
約
款
に
関
迎
し
た
従
来
あ
ま
り
議
論

さ
れ
な
か
っ
た
問
題
を
提
起
し
た
の
が
⑪
昭
光
化
学
工
業

事
件
で
あ
る
。

本
件
で
は
、
経
営
悪
化
に
伴
な
う
人
員
整
理
に
関
し

て
、
「
会
社
は
、
企
業
整
備
等
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
組
合
員
の
解
一
膣
を
行
な
お
う
と
す
る
と
き
は
、
一
ヵ
月

前
に
組
合
に
内
示
し
、
組
合
と
協
議
決
定
す
る
」
と
の
規

定
に
も
と
づ
い
て
、
組
合
に
対
し
て
人
員
整
理
に
関
す
る

を
、
制
度
化
さ
れ
た
条
件
下
に
お
き
、
そ
れ
を
限
界
づ

け
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
組
合
が
会
社
の
人
事
権
行
使
に
参

加
し
労
働
者
の
地
位
を
確
保
し
生
存
を
守
る
こ
と
を
規
定

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
う
な
れ
ば
経
営
参
加
で
あ

り
、
経
営
参
加
と
い
う
経
営
社
会
内
に
お
け
る
基
本
的
制

度
に
関
す
る
規
定
（
経
営
参
加
条
項
と
で
あ
り
、
経
営

社
会
内
の
柵
成
員
で
あ
る
使
用
者
お
よ
び
従
業
員
に
対
し

強
行
法
的
効
力
を
有
し
、
そ
れ
に
違
反
す
る
解
一
属
は
無
効

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

本
判
決
は
、
人
事
条
項
（
解
雇
協
議
条
項
）
の
制
度
的

効
力
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
論
旨
は
従
来
の
判
例

と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

四
組
合
内
部
問
題
と
解
雇
同
意
約
款

こ
れ
に
対
し
裁
判
所
は
、
「
労
働
組
合
の
代
表
者
は
労

働
組
合
の
た
め
に
労
働
協
約
の
締
結
そ
の
他
の
事
項
に
関

し
て
使
用
者
と
交
渉
す
る
権
限
を
有
す
る
の
で
あ
る
が

（
労
組
法
六
条
）
、
交
渉
の
結
果
労
働
協
約
の
締
結
等
組
合

と
し
て
の
意
思
を
決
定
す
る
権
限
機
関
は
、
組
合
規
約
等

当
該
組
合
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、

「
本
件
の
よ
う
な
人
員
整
理
に
伴
な
う
組
合
員
の
解
一
厘
は
、

右
規
約
一
六
条
一
○
号
に
い
う
、
『
重
要
な
労
働
条
件
に

関
す
る
事
項
』
と
し
て
右
三
機
関
（
大
会
、
委
員
会
、
執

行
委
員
会
ｌ
筆
者
）
の
う
ち
大
会
の
付
議
事
項
で
あ
る
と

解
さ
れ
、
前
記
労
働
協
約
四
七
条
所
定
の
『
協
議
決
定
』

に
お
い
て
、
組
合
と
し
て
の
意
思
を
決
定
す
る
権
限
も
大

会
に
属
す
る
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
後
的
意

思
決
定
を
す
る
権
限
は
大
会
に
属
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
組
合
の
役
員
は
事
前
に
右
意
思
決
定
権
限
を
同

組
合
か
ら
受
け
た
こ
と
も
な
く
、
又
、
被
申
請
人
会
社
と

の
間
の
前
記
合
意
し
た
事
項
に
つ
い
て
右
大
会
を
開
催
し

て
こ
れ
に
付
議
す
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
こ
と
」
が
一
応

認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
会
社
も
、
人
員
整
理
に
関
す
る
事
項
が
大
会
付

議
事
項
で
あ
る
こ
と
及
び
右
事
項
に
関
し
て
組
合
大
会
等

が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
十
分
に
知
っ
て
い
た
、
と

認
め
ら
れ
て
い
る
。

協
議
を
申
入
れ
、
組
合
役
員
と
の
間
で
整
理
解
一
層
の
基

準
、
条
件
、
方
法
等
に
関
す
る
合
意
が
成
立
し
、
確
認
書

が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
本
件
は
、
こ
れ
に
よ
り
解
一
層
さ
れ

た
者
が
、
右
確
認
書
は
組
合
規
約
に
よ
る
大
会
の
授
権
な

し
に
合
意
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
無
効
で
あ
り
、
ま
た
整

理
解
一
雁
の
必
要
性
が
な
い
と
し
て
、
右
解
一
厘
を
争
っ
た
仮

処
分
事
件
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
協
約
所
定
の
「
協
議
決

定
」
と
し
て
の
効
力
を
生
ぜ
ず
、
解
一
展
は
無
効
で
あ
る
と

し
た
結
論
は
、
労
働
関
係
に
お
け
る
組
合
民
主
主
義
の
重

要
性
か
ら
し
て
、
一
応
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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